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Ⅰ 本校全体の研究 
１ 目指す生徒の姿 

 

 

２ 全校研究テーマ 

 

 

３ 研究の重点 

 

 

 

 

 

 

昨年度までの成果と課題から、本年度は、目指す生徒の姿を「学びを拓いていく生徒」

とし、研究を進めていくこととした。「学びを拓いていく生徒」とは、①「各教科等の資質・

能力を身に付けていく生徒」と②「①を踏まえて、身に付けた資質・能力を他に生かした

り、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしながら学び続けていく生徒」と、捉え

ている。 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説の第１章総説には、「これからの時代を生き

る生徒は、予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのよ

うな未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかという

目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を

身に付けられるようにすることが重要である」と示されている。 

このような力を育成するためには、中学校において、生徒が各教科等の「見方・考え方」

を働かせて、各教科等の資質・能力の育成につなげていくことが求められている。「見方・

考え方」そのものは資質・能力に含まれるものではないが、各教科等を学ぶ本質的な意義

の中核をなすものであり、各教科等の学習と社会とをつなぐものである。また、本校では、

学習の基盤となる資質・能力のうち、「問題発見・解決能力」が、生徒の生涯にわたる学び

の基盤となるものと考え、研究の重点１を「問題発見・解決の過程において、各教科等の

『見方・考え方』を働かせることができるようにする」と据えた。 

各教科等で身に付けた資質・能力を他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しよ

うとしたりしながら学び続けていくことができるようにするためには、学習内容を人生や

社会の在り方と結び付けて深く理解するなど、生徒が各教科等の学習の有用性を認識して

いく必要がある。そこで、研究の重点２を「学んでいることや学んだことの意味や価値を

自覚することができるようにする」と据えた。「学んだこと」だけではなく、「学んでいる

こと」を付け加えたのは、単元や題材の学習において、「何のためにこの学習を行っている

のか、そこにはどのようなおもしろさや社会とのつながりがあるのか」などを、生徒が自

覚することで、学ぶことに興味や関心をもち、粘り強く取り組む中で、自己の学習を振り

返って、次につなげるなど、生涯にわたって学び続けることにつながるのではないかと考

えたためである。 

各教科等の「見方・考え方」を働かせて、資質・能力を身に付けていくことが「各教科

等の本質」であるとするならば、各教科等の枠を超えて、自ら「見方・考え方」を働かせ

て、物事を問い続けたり、追究したりして学び続けていくことを「学びの本質」と捉える。

そこで、「学びを拓いていく生徒」を育成するために、全校研究テーマを「学びの本質に迫

る学習の在り方」と据え、研究を進めていくこととした。 

（1） 問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせることが

できるようにする。                             （重点１） 

（2） 学んでいることや学んだことの意味や価値を自覚することができるようにする。 

（重点２） 

学びを拓いていく生徒 

学びの本質に迫る学習の在り方 
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４ 各教科等での育成を目指す資質・能力と各教科等の研究テーマ 

各教科等の資質・能力を育成するため、本年度の各教科等の研究テーマを下記のように

決め出した。 

各教科等 各教科等で育成を目指す資質・能力 各教科等の研究テーマ 

国語 
国語で正確に理解し適切に表現する資質・
能力 

文章を読んで理解したことなどに基づい
て、自分の考えを形成する力を高める学習
の在り方 

社会 

広い視野に立ち、グローバル化する国際社
会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の形成者に必要な公民としての資
質・能力の基礎 

社会に見られる課題の解決に向けて公正に
選択・判断する力を高める学習の在り方 

数学 数学的に考える資質・能力 
結果や解決の過程を振り返って考える力を
高める学習の在り方 

理科 
自然の事物・現象を科学的に探究するため
に必要な資質・能力 

観察、実験の結果を分析して、解釈する力
を高める学習の在り方 

音楽 
生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊
かに関わる資質・能力 

感性を働かせ、他者と協働しながら音楽表
現を生み出したり、音楽を聴いてそのよさ
や美しさなどを見いだしたりする力を高め
る学習の在り方 

美術 
生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに
関わる資質・能力 

主題を生み出し豊かに発想し構想を練る力
を高める学習の在り方 

保健体育 
心と体を一体として捉え、生涯にわたって
心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ
イフを実現するための資質・能力 

運動が有する特性や魅力に応じて、その楽
しさや喜びを味わおうとする力を高める学
習の在り方 

技術・ 
家庭 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構
築に向けて、生活を工夫し創造する資質・
能力 

社会や生活課題について多面的に検討し、 
最適な解決策を考える力を高める学習の在
り方 

英語 
簡単な情報や考えなどを理解したり表現し
たり伝え合ったりするコミュニケーション
を図る資質・能力 

目的や場面、状況等に応じて、やり取りす
る力を高める学習の在り方 

道徳 よりよく生きるための基盤となる道徳性 
自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考
え、道徳的心情を育むための学習の在り方 

総合 
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考
えていくための資質・能力 

問題解決的な活動を発展的に繰り返す力を
高める学習の在り方 

特別活動 

様々な集団活動に自主的、実践的に取り組
み、互いのよさや可能性を発揮しながら集
団や自己の生活上の課題を解決することを
通して身に付ける資質・能力 

学級や学校での生活をよりよくするための
課題を見いだし、解決する力を高める学習
の在り方 
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Ⅱ 保健体育科の研究 
１ 学習：リズムの特徴を捉え、変化のある動きを組み合わせて表現する学習 

２ 単元の目標 ※【 】内は、学習指導要領との関連を指している 

（1）知識及び技能【Ｇ（1）ウ】 
軽快なリズムに乗って全身で弾みながら自由に踊るなどの現代的なリズムのダンスの特性

や表現の仕方を理解するとともに、リズムの特徴を捉えて全身で踊ったり、変化のある動き

を組み合わせて、踊ったりすることができる。 

（2）思考力、判断力、表現力等【Ｇ（2）】 
仲間に出来映えを伝えるとともに、仲間と現代的なリズムのダンスを楽しむための表現を見

付けることができる。 

（3）学びに向かう力、人間性等【Ｇ（3）】 
現代的なリズムのダンスの学習に積極的に取り組もうとするとともに、一人一人の違いに応

じた表現を認めようとすることができる。 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 

 

 

 

 

 

軽快なリズムに乗って全

身で弾みながら自由に踊

るなどの現代的なリズム

のダンスの特性や表現の

仕方を理解している。 

技 

 

①リズムの特徴を捉

えて全身で踊るこ

とができる。 

②変化のある動きを

組み合わせて踊る

ことができる。 

思 ①仲間に出来映えを伝

えている。 

②仲間と現代的なリズ

ムのダンスを楽しむ

ための表現を見付け

ている。 

態 現代的なリズムのダンスの学

習に積極的に取り組もうとす

るとともに、一人一人の違いに

応じた表現を認めようとして

いる。 

４ 保健体育科として、全校研究テーマに迫るための仮説 

（1）重点１に関わる仮説 
複数の曲を用いて、それぞれの曲の特徴的なリズムを感じ取り、リズムに乗って動き試す

中で、「踊りのポイント」を見いだす展開を位置付けることで、リズムの特徴を捉え、変化の

ある動きを組み合わせて表現することができる。 

 （2）重点２に関わる仮説 
単元のまとめとして、複数の曲を踊り試す中で、生徒が見いだした「踊りのポイント」を

基に、新たな曲を踊る展開を位置付けることで、曲のリズムの特徴に合わせて踊ることの有

用性の自覚につながる。 

５ 単元展開                        全６時間扱い 本時は第５時 
段

階 

◆学習 評価の 

観点 

時 

間 教師の指導・支援 予想される生徒の反応 

導

入 

 

・映像を見る場面を設け、現代的

なリズムのダンスの特性を確

認する。 

・アのような反応から、リズミカ

ルな曲に合わせて、自由に踊っ

てみる場を設ける。 

・イのような反応から単元の学

習問題「リズムに合わせて全身

で楽しく踊るにはどうしたら

よいだろうか。」を設定する。 

 

ア 「パプリカ」は踊ったことがある。Ａさんが言うように、全身で

踊っていることが、このダンスの特性だ。映像では、年齢や障害の

有無に関係なく、みんな楽しそうに踊っている。 

イ Ｂさんは、「ダダダ」の前の「ジャン」で片足を踏み込んで重心を

前に移動させて、リズムに合わせていたが、私はうまくできなかっ

た。どうすればリズムに乗って楽しく踊ることができるのだろう。 

ウ Ｂさん以外の他の友も、曲のリズムに乗って様々な動きをしてい

た。Ｃさんは、「ダダダ」の前の「ジャン」の前で大きくジャンプ

し、同じ場面でもＤさんは、別の動きをしていた。どちらもリズム

に合っていたので、自分も友の動きを真似してみたい。 

知
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
観
察
） 

１  

 

 

・前時の振り返りから、学習課題

「様々な曲を聞いて、リズムに

合わせた『踊りのポイント』を

見付けよう。」を据える。 

・曲①を聞き、リズムに合わせて 

 

エ Ｂさんの踊り方は、「ジャン」に合わせてメリハリを付けていて、

「踊りのポイント」になりそうだ。他にも、いろいろな変化のさせ

方を見付けていけば、リズムに合わせて全身で踊っていく手掛かり

となりそうだ。 

オ 動き試した中の「ダウンとアップ」の動きが、「ズンズンチャ」の 

 

 

◆現代的なリズムのダンスの特性と表現の仕方を理解する。 

 

◆様々な曲のリズムに合わせて動き試し、「踊りのポイント」を見いだす。 
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動き試す場を設ける。 

・オやカのような姿から、「姿勢

の高低」などを「踊りのポイン

ト」とする。 

リズムに合っている。友と一緒にやると楽しい。 

カ ゆっくりとしたリズムを身体の沈み込みで表現しよう。「チャ」

の時に、深く膝を曲げて踊ってみたら、友にリズムの特徴に合って

いると言われた。姿勢に高低を付けることは、「踊りのポイント」

になりそうだ。 

技
①
（
観
察
） 

態
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
観
察
） 

思
②
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
観
察
） 

３ 

・曲②を聞き、リズムに合わせて

動き試す場を設ける。 

・キやクのような姿から、「アク

セント」などを「踊りのポイン

ト」とする。 

キ リズムが速くて軽快な曲だから、走るように速く動いたり、ジャ

ンプを繰り返したりするなどの弾む動きがリズムに合いそうだ。Ｅ

さんが、楽しそうに見えると言ってくれてうれしい。 

ク 「チャチャチャ」にアクセントがある感じがするので両足で高く

飛び跳ねながら前に動いて、動きにもアクセントを付けてみよう。 

・曲③を聞き、リズムに合わせて

動き試す場を設ける。 

・ケやコのような姿から、「スト

ップ」などを「踊りのポイント」

とする。 

ケ リズムが途切れるところは動きを止めることで表現できそうだ。

歩いてからポーズをとって止まるなどの変化も試してみよう。 

コ 止まるところと動くところの緩急を付けた方が曲のリズムに合

いそうだ。止まるポーズを大きくしたり、止まる前の速いリズムに

合わせて細かく動いたりして静と動を表現しよう。 

 

 

展

開 

 

・曲①～③を動き試し、「踊りの

ポイント」を確認する。 

・曲④を聞き、リズムの特徴を共

有した上で、リズムに合わせて

動き試す場を設ける。 

 

・サやシのような発言を受け、学

習課題「『踊りのポイント』を

基に、様々な動きを組み合わ

せて踊ろう。」を据え、動き試

す場を設ける。 

 

 

 

・各グループの動きの変化を捉

え、必要に応じて生徒が見付

けた新たな「踊りのポイント」

や、実際の踊りを紹介する。 

 

・２グループ毎に、互いのダンス

を見て、動き試す時間を設け

る。 

 

 

・本時の振り返りを全体で共有

する場を設ける。 

 

サ 前時に見いだした「ストップ」は、曲①や②にも使える。本

時に出合う曲や、普段聞いている曲にも使えるのかもしれない。 

シ 曲④にも、リズムにアクセントが付いている部分がある。友

は、そこを姿勢の高低で表現していた。曲①～③で見付けた「踊

りのポイント」を活用すれば、動きに変化を付けて踊ることが

できそうだ。 

ス この曲は、サビのリズム変化も面白い曲だ。リズムが細かく

なるところで、「踊りのポイント」にある「倍速」を取り入れて、

素早く動くと、リズムに合うかもしれない。 

セ よく聞いてみると、サビのはじまりは、弾むというより、流

れるような感じがするので、「緩急」を意識して、横にゆっくり

と揺れる動きを入れてから、飛び跳ねるとリズムに合いそうだ。 

ソ 一緒に踊る友の動きを見てみたら、揺れて飛び跳ねる動きが

リズムと合っていた。さらに変化を加えた踊りにしていきたい。 

タ 別のグループでは、曲のリズムに合わせて踊っている姿があ

る。一つのリズムで踊っていたけれど、「リズムの乗り換え」と

いう新たな「踊りのポイント」を基に、踊ってみよう。 

チ 複数の「踊りのポイント」を組み合わせることで、さらに動

きの変化を出せるかもしれない。 

ツ 自分たちの踊りを、他のグループと一緒に踊ったら、リズム

を乗り換えたところが楽しい踊りだと評価してもらえた。 

テ 他のグループも、複数の「踊りのポイント」を組み合わせて、

動きを変化させている。真似してみると、リズムに合っている

し、同じ曲でも自分たちの踊りとは違う楽しさを感じた。 

ト 「踊りのポイント」を基に、動きを変化させて、それらを組

み合わせて踊ったことで、新たな曲でも、リズムに合わせて、

表現することができた。今日は、サビの部分を中心に追究した

ので、次の時間は、サビ前後のリズムの特徴も捉えて、全身を

使って楽しく踊りたい。 

10 

分 

 

 

 

 

 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

 

 

 

10 

分 

技
②
（
観
察
） 

 

思
①
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
観
察
） 

 

１ 

終

末 

 

・再度曲④を聞き、リズムの特徴

を捉えて踊る場を設ける。 

・単元の学習問題を振り返る場

を設ける。 

 

ナ 現代的なリズムのダンスでは、「踊りのポイント」を基に、動き

を組み合わせたり、変化させたりすることができた。 

ニ リズムのアクセントに合わせて沈み込んだり、ストップを入れた

りしてリズムと動きを合わせることができた。自分の好きな曲は、

軽快なリズムの曲なので、そのリズムに合わせて踊ってみたい。 

総
括
的
な
評
価 

１ 

◆「踊りのポイント」を基に、変化のある動きを組み合わせ、リズムに合わせて表現する。 

◆単元を通して、学んだことやさらに追究したいことを明らかにする。 


